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■団体戦

優  勝   東温高等学校  
準 優 勝   愛光高等学校 

■個人戦 入賞句

最優秀賞（1名） 

秋立ちて加藤登紀子が愛歌う 松山中央高等学校 白石ちひろ

選評：夏井 いつき 
現実にはまだまだ暑さの厳しい頃だが、空の色や風に感じられるかすかな秋の気配。その気分に、加藤
登紀子の歌が気持ち良く取り合せられた一句。読み手が思い浮かべる、ミュージシャンとしての彼女の
姿勢や生き方が、一句にふくらみを与え、『加藤登紀子』という固有名詞が動かない。濁音の無いＫＡ・Ｋ
Ｉ・ＫＯというＫ音の響きもきっぱりと爽やか。

優 秀 賞（2名）   

月明り奥まで続く耳の中 愛光高等学校 猪原 拓 

キャンパスに変口短調蝉しぐれ 東温高等学校 渡部絵里 

入  選（7名）   

台風の目の中にいた少女の頃 伊予高等学校 徳島典子

ふるさとの川に流した耳二つ 済美高等学校 近平和美 

望郷や白目にごりし冬の蠅 東温高等学校 武川裕美

やるせない西瓜 北条高等学校 高橋 潤 

ぬけがらを集めて夏の昆虫採集 上浮穴高等学校 中野昌美 

蝉時雨それは私か没個性 松山盲学校 大西景子 

秋立ちぬ空の彼方にこんぺいとう 松山中央高等学校 白方真由美 

  

 

  

Page 1 of 1俳句甲子園


